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朝
日
新
聞
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
局
記
者

金
成
隆
一

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
で
外
相
を
務
め
た
ト
ラ
ス
氏
は
九
月
六
日
に

首
相
に
就
い
た
が
、
わ
ず
か
一
ヵ
月
半
後
の
一
〇
月
二
〇
日
に
辞

任
表
明
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
間
、
何
が
あ
っ
た
の
か
。

ト
ラ
ス
政
権
、「
市
場
」
に
そ
っ
ぽ
向
か
れ
て
沈
没

　

ト
ラ
ス
氏
は
就
任
後
、「
英
国
を
偉
大
に
し
て
い
る
の
は
、
自
由
、

進
取
の
企
業
活
動
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
へ
の
基
本
的
な
信
念
だ
」
と

官
邸
前
で
演
説
し
た
。
優
先
課
題
の
一
つ
目
に
経
済
成
長
を
掲
げ
、

「
英
国
を
再
び
機
能
さ
せ
る
。
減
税
と
改
革
を
通
じ
て
経
済
を
成
長

さ
せ
る
、
大
胆
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
」
と
自
信
を
示
し
た
。

　

就
任
の
二
日
後
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
死
去
し
、
政
治
日
程
は

い
っ
た
ん
止
ま
っ
た
。
そ
し
て
服
喪
期
間
を
終
え
た
九
月
二
三
日
、

ト
ラ
ス
政
権
は
、
そ
の
「
大
胆
な
計
画
」
を
正
式
に
発
表
し
た
。

「
二
〇
二
二
年
の
成
長
計
画
」
だ
。

　

総
額
四
五
〇
億
ポ
ン
ド
（
約
七
・
四
兆
円
）
規
模
の
「
大
型
減
税
」

が
柱
で
あ
る
。
所
得
税
の
最
高
税
率
を
四
五
％
か
ら
四
〇
％
へ
引
き

下
げ
る
ほ
か
、
不
動
産
取
得
税
の
税
率
引
き
下
げ
や
、
前
政
権
が

決
め
た
法
人
税
率
の
引
き
上
げ
の
凍
結
な
ど
が
列
挙
さ
れ
た
。
さ

ら
に
は
、
イ
ン
フ
レ
で
深
刻
化
す
る
「
生
活
費
危
機
」
に
対
処
す

る
た
め
、
家
庭
や
企
業
向
け
の
光
熱
費
の
抑
制
策
を
発
表
。
一
〇

月
か
ら
の
半
年
間
だ
け
で
六
〇
〇
億
ポ
ン
ド
（
約
九
・
八
兆
円
）
規

模
の
「
財
政
支
出
」
に
な
る
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
大
型
減
税
の
「
穴
」
を
ど
う
埋
め
合
わ
せ
る
か
が
示

さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
債
発
行
を
前
提
に
巨
額
の
財
政

か
な
り　

り
ゅ
う
い
ち　

慶
應
義
塾
大
学
卒

業
、
二
〇
〇
〇
年
朝
日
新
聞
社
入
社
。
一
四

～
一
九
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
。
二
一
年
よ

り
現
職
（
ロ
ン
ド
ン
駐
在
）。
著
書
に
『
ル
ポ 

ト
ラ
ン
プ
王
国
』『
記
者
、
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
に

住
む
』『
ル
ポ 

ト
ラ
ン
プ
王
国
２
』
な
ど
。

英
ス
ナ
ク
政
権

脱
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
安
定
め
ざ
す

ト
ラ
ス
首
相
は
財
源
の
裏
付
け
な
き
経
済
政
策
で
大
失
敗
し
、

後
任
に
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
で
財
務
相
を
務
め
た
ス
ナ
ク
氏
が
就
い
た
。

初
の
ア
ジ
ア
系
、
過
去
二
〇
〇
年
ほ
ど
で
最
も
若
い
四
二
歳
。

財
政
規
律
を
重
ん
じ
る
姿
勢
で
、
国
内
外
の
信
頼
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。
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支
出
を
重
ね
る
バ
ラ
マ
キ
政
策
だ
っ
た
。
こ
れ
に
市
場
が
反
応
し

た
。
英
国
債
の
金
利
が
急
上
昇
し
、
英
通
貨
ポ
ン
ド
は
対
ド
ル
で
等

価
割
れ
に
迫
る
水
準
に
ま
で
落
ち
た
。
国
債
の
金
利
と
連
動
し
て
住

宅
ロ
ー
ン
の
金
利
も
上
が
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
あ
る
若
者
の
訴
え
が
注
目
を
集
め
た
。
公
共
放
送
Ｂ
Ｂ

Ｃ
の
討
論
番
組
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
も
う
と
し
て
い
る
会
場
の
若

者
が
、
金
利
が
当
初
示
さ
れ
た
金
利
四
・
五
％
か
ら
約
一
〇
・
五
％
に

跳
ね
上
が
っ
た
と
体
験
談
を
語
り
、「
住
宅
を
購
入
し
よ
う
と
初
め

て
ロ
ー
ン
を
組
も
う
と
し
た
が
、
も
う
で
き
そ
う
に
な
い
」
と
困
惑

を
訴
え
た
。
政
府
の
施
策
が
市
場
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
若
者
の

夢
を
壊
し
た
具
体
例
と
し
て
繰
り
返
し
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
正
反
対
だ
」
と
の
批
判
も

　

大
型
減
税
の
「
中
身
」
も
問
題
視
さ
れ
た
。
一
九
七
二
年
以
来
の

大
規
模
減
税
と
騒
が
れ
た
が
、
よ
く
よ
く
見
る
と
、
富
裕
層
や
企
業

を
対
象
に
し
た
項
目
が
目
立
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
理
解
を
助
け
た
の
は
、
独
立
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
だ
っ
た
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」

は
翌
九
月
二
四
日
、
個
人
減
税
の
恩
恵
の
「
ほ
ぼ
半
分
」
が
上
位

五
％
の
富
裕
世
帯
に
、「
ほ
ぼ
三
分
の
二
」
が
上
位
二
〇
％
の
世

帯
に
流
れ
る
と
の
分
析
を
発
表
し
た
。
所
得
減
税
や
国
民
保
険
料

の
利
率
変
更
な
ど
で
、
年
間
所
得
二
万
ポ
ン
ド
（
約
三
二
七
万
円
）

の
人
が
翌
年
に
得
ら
れ
る
恩
恵
が
「
た
っ
た
一
五
七
ポ
ン
ド
（
約

二
万
六
〇
〇
〇
円
）」
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
年
間
所
得
二
〇
万

ポ
ン
ド
の
人
は
五
二
二
〇
ポ
ン
ド
（
約
八
六
万
円
）
に
な
る
と
い
う
。

　

世
帯
所
得
を
二
〇
階
層
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け
る
恩
恵
を
示

し
た
棒
グ
ラ
フ
（
次
頁
の
図
参
照
）
は
、
ト
ラ
ス
政
権
の
減
税
策
で

誰
が
ど
れ
だ
け
の
恩
恵
を
受
け
る
の
か
を
一
目
で
示
し
た
。
政
府
が

公
表
し
た
「
成
長
計
画
」
の
四
〇
ペ
ー
ジ
冊
子
に
は
な
か
っ
た
も
の

で
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
が
引
用
し
て
紹
介
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
に
「
低
・
中
所
得

者
の
生
活
水
準
の
向
上
に
焦
点
を
当
て
た
独
立
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」

と
掲
げ
る
。
分
析
を
率
い
る
ト
ル
ス
テ
ン
・
ベ
ル
氏
は
、
財
務
省
が

減
税
の
恩
恵
に
つ
い
て
、
所
得
階
層
別
の
分
析
を
示
さ
な
か
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、
だ
っ
た
ら
「
私
た
ち
が
間
も
な
く
公
表
し
よ
う
」
と

前
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
予
告
し
て
い
た
。ベ
ル
氏
は
財
務
省
出
身
だ
。

　

イ
ン
フ
レ
で
庶
民
の
生
活
が
い
っ
そ
う
苦
し
く
な
る
な
か
、
こ
の

よ
う
に
生
活
困
窮
層
に
的
を
絞
る
と
い
う
よ
り
も「
経
済
成
長
重
視
」

を
色
濃
く
し
た
内
容
だ
っ
た
だ
け
に
、「
金
持
ち
優
遇
」「
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
経
済
へ
の
回
帰
」と
の
批
判
が
国
内
で
沸
き
起
こ
っ
た
。「（
貧

者
を
助
け
た
伝
説
上
の
人
物
）
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
と
正
反
対
」
と
の
批
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判
フ
レ
ー
ズ
も
は
や
っ
た
。

　

反
応
は
国
外
か
ら
も
届
い
た
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
九

月
二
七
日
、「
多
く
の
国
々
で
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
局
面
で
の
大
規
模
で
的
が
絞
れ
て
い
な
い
財

政
施
策
は
推
奨
し
な
い
」
と
異
例
の
声
明
を
出
し
た
。「
格
差
を
広

げ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
も
指
摘
し
、
恩
恵
が
高
所
得
層
に
偏
る
よ

う
な
税
制
を
再
考
す
る
よ
う
に
も
促
し
た
。
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
投
稿
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
経
済
に
は
ウ
ン
ザ
リ
だ
。
一

度
も
う
ま
く
い
っ
た
試
し
が
な
い
」（
九
月
二
〇
日
）
は
、
ト
ラ
ス

政
権
の
政
策
を
名
指
し
で
批
判
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、「
英

国
の
経
済
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ま
で
批
判
さ
れ
た
」
と
の

文
脈
で
報
じ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
英
中
央
銀
行
が
動
い
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
（
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
は
九
月
二
八
日
、動
揺
す
る
市
場
の
安
定
化
の
た
め
、

英
国
債
を
買
い
入
れ
る
こ
と
を
決
定
。
買
い
入
れ
を
一
〇
月
一
四
日

ま
で
続
け
る
と
し
、
理
由
を
「
市
場
の
秩
序
を
取
り
戻
す
た
め
」
と

説
明
し
た
。

支
持
率
一
桁
台
、保
守
党
員
「
次
の
総
選
挙
は
勝
て
な
い
」

　

そ
っ
ぽ
を
向
い
た
の
は
「
市
場
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
党
員
」

と
「
国
民
」
の
離
反
が
続
い
た
。
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図 　トラス政権の個人減税案　高所得世帯がとりわけ恩恵を受ける

配当税減税

所得税可算税率の廃止

所得税基本税率の1%引き下げ

健康・社会保険料引き上げの撤回など

貧困　　←　住宅費控除後の純等価世帯収入（20分割）　→　　富裕
出典：シンクタンク「レゾリューション・ファウンデーション」HPより
　　　https://www.resolutionfoundation.org/app/uploads/2022/09/Blowing-the-budget.pdf

（£）
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ト
ラ
ス
氏
を
八
～
九
月
の
保
守
党
党
首
選
の
決
選
投
票
で
最
終
的

に
選
ん
だ
の
は
党
員
だ
っ
た
が
、
す
で
に
一
〇
月
初
旬
の
保
守
党
大

会
で
は
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
た
。
ト
ラ
ス
氏
の
演
説
動
画
を
見
れ

ば
、
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ト
ラ
ス

氏
が
「
経
済
の
た
め
の
優
先
事
項
が
三
つ
あ
る
。
成
長
、
成
長
、
成

長
！
」
と
演
説
し
、
会
場
は
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
会
場
に
い
た
元
大
学
教
員
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
さ

ん
は
「
こ
ん
な
に
元
気
の
な
い
党
大
会
は
記
憶
に
な
い
。
一
九
九
二

年
の
『
暗
黒
の
水
曜
日
』
を
思
い
出
す
」
と
話
し
た
。
当
時
も
ポ
ン

ド
の
価
値
が
急
落
し
、
次
の
総
選
挙
ま
で
五
年
の
年
月
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
九
七
年
総
選
挙
で
保
守
党
は
ブ
レ
ア
氏
が
率
い
る

労
働
党
に
大
敗
し
、
政
権
交
代
が
起
き
た
。
フ
ォ
ッ
ク
ス
さ
ん
は

「
今
年
の
党
大
会
は
、
九
七
年
総
選
挙
の
前
の
雰
囲
気
に
そ
っ
く
り

だ
」
と
語
っ
た
。
次
の
総
選
挙
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
二
〇
二
四
年
ま

で
に
党
勢
を
回
復
す
る
見
込
み
は
な
い
の
か
と
問
う
と
、
こ
う
答
え

た
。「
す
で
に
保
守
党
は
経
済
手
腕
の
評
判
を
失
っ
た
。
こ
こ
ま
で

市
場
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
三
〇
年
前
と
同
じ
よ
う
に
有
権
者

は
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
次
の
総
選
挙
は
勝
て
そ
う
に
な
い
」
と
首
を

横
に
振
っ
た
。
地
方
議
員
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
さ
ん
も
「
ト

ラ
ス
政
権
は
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
も
た
な
い
、
と
い
う
見
方
が
党
内
で

強
ま
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

党
内
の
動
揺
は
、
世
論
調
査
に
も
出
て
い
た
。
ユ
ー
ガ
ブ
の
調

査
で
は
、
減
税
案
の
発
表
前
後
で
、
ラ
イ
バ
ル
労
働
党
の
支
持
率

が
四
〇
％
か
ら
五
四
％
に
伸
び
た
一
方
、
保
守
党
は
三
二
％
か
ら

二
一
％
に
落
ち
込
ん
だ
。
労
働
党
と
の
差
は
三
三
ポ
イ
ン
ト
で
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
公
表
さ
れ
た
調
査
で
、
こ
れ
ほ
ど
の

リ
ー
ド
を
許
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

　

注
目
さ
れ
た
の
は
、「
あ
す
総
選
挙
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
政
党

に
投
票
す
る
か
」
と
の
設
問
に
、
一
九
年
総
選
挙
で
保
守
党
に
投
票

し
た
人
の
一
七
％
が
「
労
働
党
」
と
答
え
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
規

模
の
く
ら
替
え
は
、
一
九
九
二
年
の
総
選
挙
の
保
守
党
支
持
者
の

一
六
％
が
、
九
七
年
に
ブ
レ
ア
労
働
党
の
支
持
に
移
っ
た
時
に
匹
敵

す
る
と
い
う
。

　

一
〇
月
に
入
る
と
、
世
論
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
た
。
ユ
ー
ガ

ブ
の
調
査
（
一
〇
月
一
七
日
）
で
は
、
政
権
支
持
率
が
つ
い
に
一
桁

台
（
七
％
）
に
落
ち
た
。
不
支
持
は
七
七
％
で
、
過
去
一
一
年
間
で

最
悪
の
水
準
。
保
守
党
員
の
五
五
％
が
ト
ラ
ス
氏
の
辞
任
を
求
め
て

い
た
。

　

そ
し
て
一
〇
月
二
〇
日
を
迎
え
た
。
英
紙
は
朝
刊
一
面
で
「
英

政
治
の
中
枢
が
カ
オ
ス
」「
ト
ラ
ス
瀬
戸
際
」
な
ど
と
伝
え
て
い
た
。

午
前
九
時
す
ぎ
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
の
私
設
秘
書
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
・
ス
ロ
コ
ッ
ク
氏
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
出
演
し
、「
判
断
力
は
あ
ま
り
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に
乏
し
い
。
こ
の
先
も
彼
女
が
間
違
う
だ
ろ
う
難
し
い
決
断
が
待
ち

受
け
て
い
る
。国
家
の
た
め
に
辞
任
す
る
べ
き
だ
」「
経
済
に
加
え
て
、

党
も
破
綻
さ
せ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
れ
ほ
ど
の
危
機
を
引
き
起
こ

さ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
ト
ラ
ス
は
辞
め
て
い
な
い
の
か
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
日
、
ト
ラ
ス
氏
は
辞
任
表
明
に
追
い
込
ま
れ
た
。

ト
ラ
ス
政
権
に
警
告
を
発
し
て
い
た
ス
ナ
ク
氏

　

後
任
に
選
ば
れ
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
で
財
務
相
を
務
め
た

リ
シ
・
ス
ナ
ク
氏
だ
。

　

前
回
七
～
九
月
の
党
首
選
で
は
ト
ラ
ス
氏
に
敗
れ
た
が
、
討
論
会

で
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
下
の
経
済
対
策
で
国
の
借
金
が
か
さ
ん
だ
局
面

で
、
さ
ら
な
る
借
金
を
前
提
に
「
減
税
に
よ
る
経
済
成
長
」
を
訴
え

た
ト
ラ
ス
氏
の
政
策
を
「
お
と
ぎ
話
」
と
批
判
。
財
源
の
裏
付
け
な

き
借
金
は
無
責
任
で
、
イ
ン
フ
レ
を
悪
化
さ
せ
、
問
題
を
長
期
化
す

る
だ
け
だ
、
と
も
警
告
し
て
い
た
。
こ
の
警
告
通
り
に
ト
ラ
ス
政
権

が
座
礁
し
た
こ
と
か
ら
、ス
ナ
ク
氏
へ
の
信
認
は
一
段
と
高
ま
っ
た
。

　

前
回
の
党
首
選
は
二
ヵ
月
近
く
を
か
け
て
、
保
守
党
所
属
の
議
員

に
よ
る「
予
備
投
票
」と
、約
一
七
万
人
の
党
員
に
よ
る「
決
選
投
票
」

を
実
施
し
た
が
、
市
場
を
混
乱
さ
せ
た
ば
か
り
の
英
国
に
そ
ん
な
時

間
的
な
余
裕
は
な
い
。
今
回
は
立
候
補
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
げ
ら

れ
、
下
院
議
員
三
五
七
人
の
う
ち
一
〇
〇
人
（
前
回
は
二
〇
人
）
の

推
薦
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
出
馬
を
模
索
し
た
議
員
が
立
候
補

を
断
念
。
ス
ナ
ク
氏
だ
け
が
立
候
補
し
、
無
投
票
で
選
ば
れ
た
。
ス

ナ
ク
氏
が
「
一
〇
〇
人
」
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
予
測
さ
れ
て

い
た
。
前
回
の
議
員
に
よ
る
「
予
備
投
票
」
で
は
五
回
連
続
で
首
位

を
独
走
し
、
候
補
者
が
乱
立
し
て
い
た
段
階
で
も
一
〇
〇
票
を
繰
り

返
し
集
め
て
い
た
の
だ
。
議
員
か
ら
の
評
価
は
も
と
も
と
高
か
っ
た

と
言
え
る
。

　

ス
ナ
ク
氏
は
一
〇
月
二
五
日
、チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
の
任
命
を
受
け
、

新
首
相
に
就
い
た
。イ
ン
ド
系
で
、英
国
初
の
ア
ジ
ア
系
首
相
と
な
っ

た
。
四
二
歳
で
の
首
相
就
任
は
、い
ず
れ
も
四
三
歳
だ
っ
た
ブ
レ
ア
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
両
元
首
相
を
抜
き
、過
去
二
〇
〇
年
あ
ま
り
で
最
年
少
。

政
界
入
り
は
二
〇
一
五
年
だ
が
、異
例
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
を
果
た
し
、

七
年
ほ
ど
で
首
相
に
の
ぼ
り
つ
め
た
。

　

父
は
町
の
医
師
で
、
母
は
薬
局
経
営
の
薬
剤
師
。
そ
の
両
親
が
貯

金
し
、
有
数
の
名
門
私
学
「
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
」（
対

象
年
齢
は
日
本
の
中
学
・
高
校
に
相
当
）
に
進
学
。
そ
の
後
は
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
で
哲
学
や
政
治
、経
済
を
学
び
、米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
で
経
営
学
修
士
を
取
得
し
た
。
米
金
融
大
手
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
や
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
で
働
き
、三
〇
代
半
ば
で
政
界
入
り
。

三
九
歳
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
財
務
相
に
抜
擢
さ
れ
た
。
妻
は
イ

ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
大
手
イ
ン
フ
ォ
シ
ス
共
同
創
業
者
の
娘
ア
ク
シ
ャ
タ
・
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マ
ー
テ
ィ
ー
氏
。
英
紙
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
に
よ
る
と
、
夫
妻
の

純
資
産
は
計
七
億
三
千
万
ポ
ン
ド（
約
一
二
〇
〇
億
円
）で
、「
チ
ャ
ー

ル
ズ
国
王
よ
り
裕
福
」
な
ど
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
た
め
「
庶
民
感
覚
を
知
ら
な
い
」
と
の
批
判
が
つ
き
ま
と
う
。

こ
れ
ま
で
も
「
三
五
〇
〇
ポ
ン
ド
（
約
五
七
万
円
）
の
仕
立
て
ス
ー

ツ
」
や
「
四
九
〇
ポ
ン
ド
（
約
八
万
円
）
の
プ
ラ
ダ
の
靴
」
を
身
に

着
け
て
い
る
な
ど
と
報
じ
ら
れ
、
前
回
の
党
首
選
で
は
、
ラ
イ
バ
ル

候
補
を
推
す
保
守
党
議
員
ま
で
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡

散
し
て
い
た
。

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
の
行
方

　

ス
ナ
ク
氏
は
就
任
演
説
で
「
英
国
は
深
刻
な
経
済
危
機
に
直
面
し

て
い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
経
済
の
安
定
と
信
頼
を
政
府
の
課

題
の
中
心
に
据
え
る
」
と
強
調
し
た
。「
私
が
率
い
る
政
府
は
次
世

代
に
負
債
を
残
さ
な
い
」
と
財
政
規
律
を
重
ん
じ
る
姿
勢
も
鮮
明
に

し
た
。
二
〇
一
〇
年
の
政
権
交
代
か
ら
一
二
年
が
過
ぎ
、
た
だ
で
さ

え
政
権
運
営
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
政
府
の
支
出
を
大
き
く
減
ら

し
、
増
税
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
局
面
に
あ
り
、
極
め
て
困
難
な

か
じ
取
り
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
統
治
手
法
は
ど
う
な
る
か
。
実
現
で
き
な
い「
偽
り
の
公
約
」

で
勝
つ
ぐ
ら
い
な
ら
負
け
た
方
が
マ
シ
だ
、
と
党
首
選
の
期
間
中
に

語
っ
た
ス
ナ
ク
氏
。「
政
治
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
し
た
い
」「
誠
実
さ

と
正
直
さ
を
政
権
運
営
の
中
心
に
し
た
い
」
と
も
熱
心
に
語
り
、
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
は
距
離
を
置
く
か
に
見
え
た
。

　

た
だ
、
最
初
の
党
首
討
論
で
、
労
働
党
党
首
を
「
犯
罪
に
甘
く
、

無
制
限
の
移
民
（
流
入
）
を
支
持
し
て
い
る
」
と
攻
撃
し
た
。
重
要

閣
僚
の
ブ
ラ
バ
ー
マ
ン
内
相
は
議
会
で
、
ボ
ー
ト
で
到
着
す
る
難
民

ら
を
「
侵
略
（invasion

）」
と
表
現
し
た
。
移
民
や
難
民
へ
の
反

発
を
刺
激
し
た
い
意
図
が
見
え
た
。

　

ス
ナ
ク
氏
の
名
前
で
発
信
し
て
い
る
メ
ー
ル
で
は
、
労
働
党
は

「
コ
ー
ビ
ン
を
首
相
に
し
よ
う
と
し
た
頃
か
ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
」「
コ
ー
ビ
ン
の
よ
う
に
国
営
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
設
立
し
よ
う

と
し
て
い
る
」「
コ
ー
ビ
ン
の
よ
う
に
増
税
と
支
出
の
増
加
を
望
ん

で
い
る
」
と
つ
づ
っ
た
。
最
左
派
コ
ー
ビ
ン
氏
が
二
〇
一
五
年
に
労

働
党
党
首
に
就
い
た
こ
と
は
、
二
〇
一
九
年
総
選
挙
で
労
働
党
の
地

盤
が
崩
れ
た
理
由
の
一
つ
で
、今
も
そ
の「
コ
ー
ビ
ン
・
ア
レ
ル
ギ
ー
」

を
呼
び
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「heating or eating

（
暖
房
か
食
事
の
ど
ち
ら
か
を
断
念
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
困
窮
の
意
）」
の
冬
が
本
格
化
す
る
な
か
、

肝
心
の
経
済
政
策
で
政
権
運
営
が
難
航
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
レ
ト

リ
ッ
ク
が
増
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
年
三
人
目
の
首
相
が
冬

を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。
●




